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昨夏 沖純4:島の中南部の各地におV,て､V,わゆる

食用カクツム1)が大繁帯し､農作物の苦虫として重視さ

れ農家ではその防除に躍起となったものです｡首里石衝

にある附属休業試験場甫畑丁でもその53-減に大童な状態で

したo今は休眠期に入 っていますがこれ等､畑の ギ ャン

グ共は人間界に脅威を与えるため､虎視たんたんとして

冬来 りなば春遠からじの相言英を寮内に仏そめて､その

時糊を狙 っているわけですOところで食用カタツム リと

言えば子供でも知 っていますが､さらに一歩進んで人種

の腰零につV,て以下述べてみることに致しましょう｡

1.名 称

本種は印度ではアフリカカタツムリ､オオカタツムリ､

セイロンではカラタラカタツムリ､モーリシ ャス烏では

コ-ロープ､シンガポ-ルではシポべサル､台･艶では食用

かたっぷり白旗種､日本では食用かたっぷり､食用大か

たっぷ り､アフリカ大かたっぷ り､降 ほう (隆 のあわ

び)､沖純では普通､金岡カタツムリ又は77リカマイ

マイと呼んでいます｡

2･原 産 地 及 び輸 移 入 の 来歴

煎アフリカの原虎で 1847年､ベンソン氏によって

始めて印度のカルカッタに輸入された｡ 1900年ご

ろ､セイpン島に土崩､1922年ごろ､マレ-1'.･島及

びシンガポール附近に大発生し､1929年ごろボルネ

オ島サラワクに発生､1933年ごろにはジャバ島バク

ビヤ附近に出現した. 台湾には1932年1月､台湾

総督府 技師下灸久馬一博士がシソ ガポ-ルから導入し

たのか王達初で同地､田沢 だ雪氏が食用かたっぷり白旗

柿として糾養販売しましたので､1934年ごろには台

湾各地に流石しましたO日本内地に輸入されたのは19

35年ごろであり習年初めごろまでには飼育熱が盛んで

神戸､-)､阪･71古吊､奈良を中心として広く分配されまし
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た9沖札に何時ごろ入 って釆たかは哲刑がT=元になV'の

では っきりしませんが次の史実から推察して1938年

以前 ′恐らく日本内地と同じ1935年ごろではたvlか

と考えられます｡

イ)ボナペ島へ最初に人秤が入 ったのは1938年秋､

沖縄県^､官軍l憤富民が押紙から持ち込んだ｡

ロ)パラオ諸島には同年5月ごろ､沖札から有様導入し

たのが始めであるとV,うー説がある｡

-)-ワイに同年4月､沖縄から愉入されてV'るO

註)古老の言を借りれば1918-19J'Fごろ,坑初導

入したとのことですがli擬の程は明らかでありません0

3･生 態

夜行性で主に夜間所動しますが雨天-&ぴその前程はF7

中でも盛んに所動します｡解析ノj法は他のカタツムリ同

様､雌雄同体でかつ.･F･'･:休交尾によって受精し､交尾は

主として夜間に初生り,口中まで継続されます｡#.･卵場所

は維草の根際や､刈払 った雑草をたvl和した下の地衣耐

又は土中に柄行し､--か所に200粒内外､耗卵するよう

です.IT狩での調査によりますと (焚両｢二伸 1936

年)席卵する時は_+_rP深さ3-6 cmの所に 150-30

0印を席卯し･卵,lglは 】0Rl勺外で､卵は同時にフ化すろ

ことはなく紀切にフ化したものから長篠の7化までに2

-3日を要し､fr北では産卵は5月下旬かL11月中'rlJ

まで海月lrIljl行なわれ､11月 卜旬か｢,1月J/rりまで冬

眠するとのことです.本棟の食餌としてJA類､け燕､.H三

鈴李f･菜類その他､枯腿､隔絶質又､卵のC1等です.林業

用笛木では推桝の新芽､幹をくい切り､特にセンダンの

被害が甚大で 1m内外の苗木を枯死させることもありま

す (写貞一参照)｡たべる時はシ ャツシ ャツと昔を出し

ます. この音は歯音 (′lj三苑 参.塀)と朔板との間に食物

をはさんで膳紳するときLV.るものです｡顎板は口の上部

側にありか つ巴､鞘状でその菜に縦肋があります｡歯音
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はマイマイ頬の分類上必要なものでキチン質より成り､

無色半透明､特別な食物摂収の器管です｡歯音中の中歯

の先端は皆､内ソ)に向ってV,ます｡はいながらし食して

ゆきます｡

附)齢舌と矧友を険範する一方法として本種を採り､真

東なら1日､冬なら4-5日間水を満たした水槽に入れ､

ガラス坂で蓋をしておきますと体を伸ばしたままで窒息

死します｡頭部を1cm内外切取り､10%カセイソーダ

文は30,00'カセイカリ浴液を入れた試験管に2-3つと

り､アルコールランプで煮挑すると肉が漸次浴頚して､

後に歯音 (白い紐状)とr;1.q板が触るからこれ等をr)畑賢し

検鏡します｡

4.本種 の 利 害 及 び取 締 り
人種の利用法につV,て田沢諾.]h一氏 (1933年8月及

び10月発表) は食梢として酢の物､バター料埋､ 旨

煮､ツクダ二等によV,として､調jB法に言及され､又頗

Jt剤として､Wl･'核､ILf臓病､糖尿病等 に効果があると

記していますO 父､ 同It･lL土蔵の付用としてカフスボタ

ン､ ネクタイピン､ 稀｣とめ等を唄作奨励しました｡u

J.金田､淡用､ユ.芸用等のT:U胤Hl'値が餅桝通 りならば全

く兼晴らしV,資源といえます｡だが人種は原産地の人々

はプ己より輸移入された熟那 [膿 ､太平洋の諸島､台湾､

沖鮎等の住比でこれを日常食する者はなV.有様で､むし

ろ嫌悪されてV,ます.こんな実静では拙語を含めて食間
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としての価値は望めませんし､菜臥 工芸上の利用は今後

の研究課題として考えられないこともありませんが､よ

ほど需要の途でも開拓しなV,限り現代では経折的に疑問

と思われます｡もっとも腺､アヒル,ガチョウ等の家畜

飼料にJ:一川]しています｡しかし水棲が野外に現われた場

合､有害であることは農家の皆様がV,やという程味わ っ

ておりますO重美,海外でも､沖鮎でも飼養中のものが暴

風､水害､その他､不慮の出来事等で逃出し､各地に移動し

て田畑に入り､農 (,'F物の苦虫として恐雇7,られて きまし

た｡結局､総合的に考察しますと有害動物と断定されま

すO日本では農林業上の害虫として 1936年5月､輸

山人地物取締法により輸移入を禁止されて以来､別巻す

る者もなくなり､又野外では冬期寒冷のため､繁殖するこ

とがなV,ので以前導入した弊宮.よみられませんが､沖机

では気候的にHLl,:まれてV,る関係で 今後現 状のまま野外

教範させてお く場合､その旺盛な繁殖1)､被膏圭丘親等か

らみて全 く末恐ろしV,結果が予想されるわけですo串V,

去年11月24日(普,=jt窮375号)指定有害_別物に編

入されました O豊壌のプ}々 は勿論,非農豪の人-k も虫瓦

V,に協J7して本位の防除に協力して滅きたV,ものです｡

5.駆 除 法

a)清 掃 と 補 殺

陰湿な場所を好んで陵息し殊に嘗生地､塵､芥捨場の
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ような腐植質の多い場所に繁殖する習性がありますので

Hr_)<揃に努め見付け次第補殺します｡

方法として樺 や鎌の柄て殻頂周辺を軽 く叩いて砕Vた

り､敬口内に食塩を少見入れ､あるV,は食塩水の入 った

オケに投入する等があります｡

b)一 般 家 庭 で の 注 意

iH,Trの妓餅､姓シ等は地表に放棄たい横しなV,ように

臓穴に入れ､父は一定容器に納め随略適当に処理します

C) 薬 剤 撒 布

JIFf.はなるだけ柿段に努めるのが駆除穀節減⊥望まし

V,わけですカ夜行性ですから兜剤併用が効果的です｡現

在IJl'販されてV,るのはバグゲ-クー (米製)､サ ンケイ

バクゲーター (臼A､判)､ヒ憤 ナメトール等です (軍兵

参照)｡何れ も該■tか つ色の細かV,じ よう剤で有効成分

はメタ7'ルチビ卜で3､2,cc'-6/Oo'含まJiL､マイマ イ類､

ナメタジ酌が誘リlされ食中毒托します｡使FfIに当っては

陥入､舷喋DrHI.よりも湿 度の 舶V,日のク /J-ば ら借くか

(fl･通 Im.Iり)に10粒位)まとめてお くとよい ようで

す｡この際､栽培組物に値接ふれさせなV,ように します｡

父､子供や･表名が誤食しないように注意して下さい｡外

に硫酸銅に接触させたり右Lliを搬4iする{/t減するとV'

われますが米だためしていませんD

d)天 敵 利 用

イユグランデイナ ･p-シイは去年 11月19日､-

ワイより触りJi経 たもので､現在中央盟業試験場で試験

的に益舶巾であl･)ますOアフリカマイマイの撲滅にどれ

臥 戒ノ)を雅邦するか′/liの生態朋宙で明らかにされる

土居かれ ます｡又､マクミラン且によりまづと七イpン

ではホタルの幼虫が4ゞ種を食べるのでその飼育をべメラ

マンス氏は奨励したといっていますが沖孤で蟹幼虫が大

敵であるかどうか不明です｡

e)そ の 他

定期又は臨時に′J､中高校､青年団等の諸団体によって

一斉捕獲腰除(官業を実施したり､政府補助とは別個に各

市町村が買上制度による防除法を確立すれば､相当効果

が上がると思われます .(大宜味戟柴)

-壬ざ一三を一芸㌻一三シ1竺十三号-鮒 一弓>
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